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併設型中高一貫校

名古屋大学教育学部附属中・高等学校

名古屋大学敷地内に存在します



本校の課題研究

P P D A C

本校のこれまでの課題研究

実験によるデータ（一次資料）の取得にフォーカス



本校の課題研究

P P D A C

実験によるデータ（一次資料）の取得にフォーカス

本校のこれまでの課題研究

データの取り扱いに困る

分析を深掘り出来ない



高１前期

定量評価の手法

統計的推測

Excel演習

レポートのまとめ方

データサイエンス

高１後期

研究計画の立て方

実験計画の立て方と実践

現地調査の仕方

PBL

高１前期

情報科学倫理

仮説検証の手法

論理的思考力

資料の探し方・文献調査の方法

アカデミックライティング

高１後期

クリティカルリーディング

課題の分析の仕方

問いの立て方

個人テーマの設定

新課程の課題研究（高校１年生）



高１前期

定量評価の手法

統計的推測

Excel演習

レポートのまとめ方

データサイエンス

高１後期

研究計画の立て方

実験計画の立て方と実践

現地調査の仕方

PBL

高校１年生の課題研究

P P D A C



評価用ルーブリック

つ
け
た
い
力

課題分割された
適切な仮説を設
定する力

扱うデータに対
し適切な分析方
法を導き出す力

科学的に思考・
吟味し、客観的
に評価する力

他者へ論理的に
説明する力

多様な価値観を
持つ他者と協同
して思考を深め
る力

知識を結びつけ
て課題の本質を
理解する力

新たな価値を見
出す力

課題解決に向か
う適切な仮説を、
課題分割によっ
て設定すること
ができる

扱うデータの特
性を理解し、適
切な分析方法を
導くことができ
る

得られた結果に
ついて客観的な
根拠をもった定
量評価ができる

得られた結果の
背景にある因果
関係や、データ
評価の根拠につ
いて論理的な説
明ができる

他者の研究を理
解し論理的な助
言をするこがで
き、また、相手
の意見を聞き入
れるなど、自身
の思考の枠組み
を柔軟に変化さ
せることができ
る

得られた結果に
ついて、先行研
究や他者の意見
など新たに得た
知識と既有知識
を結びつけ、課
題の本質に迫る
ことができる

既有知識に自己
の考えを加え、
新たな付加価値
を見出すことが
できる

評価A

十分にできている 十分にできている 十分にできている 十分にできている 十分にできている 十分にできている 十分にできている

評価B
概ねできている 概ねできている 概ねできている 概ねできている 概ねできている 概ねできている 概ねできている

評価C
十分にできていない十分にできていない十分にできていない十分にできていない十分にできていない十分にできていない十分にできていない



【自由記述欄（2021年度）】

• 社会で生きていくスキルを学べてとても楽しかったし、勉強になった。

• 自分でデータを分析するのがとても楽しかったです！

• 難しいことしか無かったけど、その分勉強しただけしっかり理解できて

良かったです！！

• 難しい内容でしたが、大変興味深い授業でした。

• 難しかったが役に立ちそうです。

• 面白さに気づくまで時間が掛かったから最大限楽しむことが出来なかっ

た。もっと早くから興味を持ちたかった。

• 言葉の意味を理解するのが難しかったです。

• Excelなどの使い方がすごく難しかったです。

昨年度最終アンケートより

「数式抜きのデータサイエンス」
全員で楽しくデータ分析を学ぶ！



DS前期指導計画

回 内 容

1

理論

基礎 データの種類・構造

2 基礎 統計図表・代表値

3 基礎 散布度

4

実践

演習 相関関係

5 基礎 回帰分析・時系列分析

6 基礎 仮説検定

7 演習 t 検定

8 基礎 クロス集計表・適合度検定

9 応用 データ収集・集計

10 応用 統計ポスター作成

夏 応用 統計ポスター作成・提出

11 基礎 分析・レポート作成

12 基礎 レポート作成時の注意

13 応用 分析・レポート作成２回目

14 応用 分析・レポート完成・まとめ

情報・数学と
重複する部分

情報の授業で
エクセルの基礎演習

数学Iの授業で
計算・問題演習



尺度水準



Excel演習課題（相関関係）



Excel演習夏休み課題（統計グラフコンクールへの参加）



最終レポート（生徒のワークシート）



レポート間違い直し



前期をまとめたテキストの作成

※監修：名古屋大学大学院教育発達科学研究科石井秀宗教授



後期：ヨウ素液を用いたビタミンCの酸化還元滴定

1. ビタミンＣ（アスコルビン酸）は何に含まれるか

2. オレンジジュースとグレープフルーツジュースはどちら

がビタミンCが多く含まれているか（全員）

3. ビタミンＣの含量を調べる試料を決定（グループ）



後期：実験計画（ビタミンCの滴定）

（写真を見せて）
これくらい

ギリギリを狙って！

各グループで
基準を決めて！



質問項目 4月 9月 3月

現在「数学」は好きですか 3.40 3.93 3.96 ***

現在「理科」は好きですか 3.24 3.73 3.79 **

現在「統計」「データ分析」は好きですか 2.83 3.23 3.33 ***

現在「統計」「データ分析」は得意ですか 2.54 2.73 2.74

グラフや表を適切に読むことが出来ますか 3.43 3.23 3.26

実験や観察，アンケートなど自分でデータを収集することが出来ますか 3.06 3.26 3.23

データの種類からどんな分析方法が適切かを判断できますか 2.85 3.07 3.20 *

先行研究などを調査して，課題を発見することが出来ますか 2.83 3.17 3.31 ***

データを加工・整理することが出来ますか 2.88 3.27 3.14

データ解析から結論を導くことが出来ますか 2.97 3.33 3.39 **

複数のデータを組み合わせて結論を導くことが出来ますか 3.09 3.29 3.30

自分の研究を客観的に他者に説明することが出来ますか 3.26 3.41 3.41

他の人の研究にアドバイスを出来ますか 2.88 3.03 2.83

他の人の意見を柔軟に取り入れて，考えを修正することが出来ますか 3.59 3.86 3.80 *

あなた自身にとって，DSの授業はどの程度必要性を感じますか 2.87 4.14 4.25 ***

アンケート結果

vs.4月（n=120，*p<.05,**p<.01,***p<.001）



様々な統計コンペティションへの参加（2022年度）

和歌山県データ利活用コンペティション

中高生スポーツデータ解析コンペティション

高校生バド ミ ント ン競技における「 サーバー時に得点できたペアが勝利する」 定説、 および
一般的な高校生バド ミ ント ン競技の仮説「 不利なサーバー時にラリー数を増やすことが勝利への近道」 が検証できた。
また、 不利なサーバー時でも得点しやすく なるラリー回数がわかった。

不利なサーバー時に、 ラリーを１ ０ 回以上することが勝利への近道である！

（１）高校生のデータでもサーバー時の得点差は勝者敗者間で大きい ＜表２＞

（２）全試合の得点時のラリー回数最頻値は２ 回 ＜図1＞

（３）A 一回戦～準々決勝（実力差が大きい一般校ペアの対戦） ＜図2＞

・ サービス権の有無で得点時の平均ラリー回数に有意差あり
得点時の平均ラリー回数はサービス側の方が多い

B 準決勝・決勝（実力差が小さい強豪校ペアの対戦）

・サービス権の有無で得点時の平均ラリー回数に有意差なし
（４）ラリー回数が10回を超えると獲得得点差は少ない ＜図3＞

バドミントンダブルスではテニスと異なり二打目（レシーブ）が攻撃の起点になっているため「サーバー不利説」が定着して
おり、先行研究では「 サーバー時に得点できたペアが勝利する」 が立証されている。
（蘭和真、2013年、ﾛﾝﾄﾞﾝ五輪ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ競技のｹﾞｰﾑ分析）

不利なサーバー時に得点する方法を見出す目的で、得点時のサービス権とラリー回数に着目しデータ分析を行った。

今回、動画解析ソフトなどは利用せず、試合動画を見ながらコツコツと手作業でDBを作成し分析を行った。DB作成に
非常に時間がかかり苦労したが、試合の流れを同時に理解することができたので、分析の考察やストーリー立てに役立った。
また、部活動でも、自分たちの試合結果のデータを検証することで、身の丈にあった効果的な練習メニューを組み立てられそ
うだと思った。まずは、当校バドミントン部が一つでも多く勝利できるよう、この検証結果を部員へ紹介し、ダブルスのサー
ブレシーブの練習やラリーを続ける意識付けを強化していくことを提案していきたい。

（１）2016年～19年高校選抜及びｲﾝﾀｰﾊｲ一回戦から決勝の10試合の動画＊を見て勝敗者別に得点時のラリー回数を集計＜表１＞

＊インハイTV https://www.youtube.com/@user-zt5in2dw1j

（２）得点時のラリー回数のヒストグラムを作成し、
１ 得点にかかるラリー回数の最頻値を算出

（３）レシーバーが得点する時のラリー回数とサーバーが
得点する時のラリー回数でｔ検定を実施

（４）サーバー側とレシーバー側で得点の取りやすさに
差が無く なるラリー回数を検証

（１）｢サーバー時に得点できたペアが勝利する」 定説は高校生でも当てはまる
（２）サービスの次の二打目（ レシーバー） で得点することが最も多い
（３） A ・一般的な高校生ペアの試合では仮説が当てはまる （サーバーが得点するためにはレシーバーが得点する時より多くのラリーが必要）

B ・極めてレベルの高い高校生ペアの試合では仮説は当てはまらない
（４）10回以上ラリーを続ければサーバー側も得点しやすく なる（ラリーを続けることでサーバーが不利な状態から態勢を立て直せるためと考えられる）

不利なサーバー時にラリー数を増やすことが勝利への近道ではないか？

＜表２＞勝／敗者別ｘｻｰﾊﾞｰ/ﾚｼｰﾊﾞｰ時の得点（ﾀﾞﾌﾞﾙｽ）
レシーバー時の得点 サーバー時の得点

勝者 敗者 差 勝者 敗者 差

五輪選手 10.0 9.5 ＋0.5 11.2 4.7 ＋6.5

高校生※ 10.0 9.6 ＋0.4 11.2 5.9 ＋5.3

ラリー
の順番

Aチーム（勝者） Bチーム（敗者）

スコア 得点時 ラリー回数 スコア 得点時 ラリー回数

１回目 1点目 R 4回 ー ー ー

２回目 2点目 S 13回 ー ー ー

３回目 ー ー ー 1点目 R 10回

・・・

34回目 21点目 S 15回 ー ー ー

※ S: ｻｰﾊﾞｰ R: ﾚｼｰﾊﾞｰ＜表１＞DBイメージ

（注）ラリーにならずサーブミス、レシーブミスでの得点は除く

仮説

２ ． データ分析の方法

＜図１＞得点時のラリー回数の分布

＜図２＞ｻｰﾊﾞｰ/ﾚｼｰﾊﾞｰ別得点時のラリー回数のT検定の結果

＜図３＞ラリー回数別のｻｰﾊﾞｰ/ﾚｼｰﾊﾞｰ別獲得得点（ｎ＝808）
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３ ． データ分析結果

４ ． 考察

5． 結論

６ ． 今後の展望

１ ． 研究の背景と目的

バド ミ ント ン競技における の分析
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中央値 6.00回

平均値 8.56回

最頻値 2.00回

７ ． 謝辞

『情報・システム研究機構統計数理研究所』のご支援のもとコンテストの機会をいただきありがとうございました。
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ご静聴ありがとうございました

国立大学法人東海国立大学機構

名古屋大学教育学部附属中・高等学校
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